
郷土史家育成と地域振興

島根地域国際センター予算「石見の郷土史と観光を考える」

1



「
石
見
の
郷
土
史
と

観
光
を
考
え
る
」

•

本
研
究
テ
ー
マ
「
石
見
の
郷
土
史
と
観
光
を
考
え
る
」
は
島
根
県
立
大

学
地
域
政
策
学
部
准
教
授
・
濱
野
靖
一
郎
を
代
表
と
し
て
、
同
准
教

授
・
田
中
輝
美
、
専
任
講
師
西
嶋
一
泰
、
国
際
関
係
学
部
教
授
・
中
村

圭
、
同
准
教
授
深
串
徹
、
客
員
研
究
員
・
塚
本
英
樹
の
6

名
で
構
成
さ

れ
た
企
画
で
す
。

•

本
研
究
は
、
島
根
（
特
に
石
見
）
の
郷
土
研
究
と
観
光
を
結
び
つ
け
、

「
地
域
づ
く
り
」
に
取
り
組
む
の
が
狙
い
で
す
。
地
域
住
民
が
主
体
的

に
「
石
見
地
方
の
特
徴
」
に
向
き
合
い
、
「
石
見
の
文
化
・
資
源
」
を

再
発
見
し
て
い
く
た
め
の
基
盤
を
整
え
る
も
の
と
言
え
ま
す
。

•

石
見
に
は
『
郷
土
石
見
』
と
い
う
他
の
地
域
に
誇
る
郷
土
史
研
究
史
が

あ
り
ま
す
が
、
近
年
会
員
の
高
齢
化
も
あ
り
、
従
来
年
3

冊
出
版
だ
っ

た
の
が
年
1

冊
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
高
等
学
校
「
探
究
活

動
」
を
代
表
に
、
学
校
で
「
地
域
や
社
会
と
の
関
わ
り
を
重
視
」
し
た

調
査
研
究
を
生
徒
に
指
導
さ
れ
て
い
る
先
生
の
な
か
に
は
、
郷
土
の
歴

史
や
偉
人
、
文
化
と
い
っ
た
素
材
に
悩
ま
れ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
本
企
画
は
、
大
学
が
地
域
研
究
の
ハ
ブ
に
な
り
、
こ
う
し
た
状

況
も
あ
わ
せ
て
解
決
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。
て
お
り
ま
す
。

•

研
究
会
を
２
つ
設
置
し
、
高
等
学
校
の
教
員
や
司
書
、
学
芸
員
や
教

育
委
員
会
等
か
ら
人
員
を
募
集
し
、
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
12

月
21

日
に
「
い
わ
み
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
鉄
道
と
観
光
に
よ
る
地
域

振
興
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

•

本
研
究
は
、
現
在
島
根
県
立
大
学
で
設
置
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た

「
石
見
」
を
中
心
と
す
る
研
究
所
設
立
に
お
け
る
基
礎
的
・
準
備
活
動

と
も
い
え
る
も
の
で
す
。
こ
こ
か
ら
地
域
の
公
共
財
と
し
て
の
研
究

所
・
郷
土
史
家
の
育
成
・
郷
土
の
こ
れ
か
ら
を
み
ん
な
で
考
え
る
営
み

へ
と
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
展
望
で
す
。
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研
究
会
①

『
佐
々
田
懋
日
記
』
を
読
む

（
明
治
期
の
石
見
と
政
治
史
研
究
）

•

石
見
地
方
を
代
表
す
る
大
地
主
・
名
望
家
で
あ
り
、
第

一
回
帝
国
議
会
選
挙
で
衆
議
院
議
員
と
な
っ
た
、

「
佐
々
田
懋
（
す
す
む
）
」
と
い
う
人
物
に
注
目
し
、

彼
の
明
治
１
４
年
に
書
い
た
日
記
を
参
加
者
の
皆
さ
ん

と
読
ん
で
き
ま
し
た
。

•

現
在
、
浜
田
市
中
央
図
書
館
が
所
有
し
て
い
る
日
記
の
直
筆
原

本
は
崩
し
字
で
す
が
、
浜
田
市
市
誌
編
纂
室
職
員
・
浜
田
高
等

学
校
教
諭
で
あ
っ
た
故
・
藤
田
亨
氏
に
よ
っ
て
楷
書
で
文
字
起

こ
し
さ
れ
た
資
料
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

•

講
師
は
、
佐
々
田
懋
顕
彰
会
・
服
部
之
総
顕
彰
会
で
昨
年
度
の

講
演
を
し
た
、
法
政
大
学
非
常
勤
講
師
・
島
根
県
立
大
学
客
員

研
究
員
の
塚
本
英
樹
、
司
会
を
濱
野
が
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
研
究
会
は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、
毎
月
第
四

水
曜
日
の
１
９
：
０
０
～
２
１
：
０
０
の
時
間
帯
に
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
こ
の
研
究
会
は
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

佐々田 懋（1855年～
1940年）
石見国那賀郡木田村の
庄屋の家に生まれる。
島根県多額納税者。
佐々田合名会社社長。
第1回～3回帝国議会議

員、貴族院議員。 
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藤
田
氏
書
き
起
こ
し
ノ
ー
ト

佐
々
田
懋
直
筆
複
写
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地域政策学部・国際関係学部教員
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2025年12月21日（日）大講義室１にて、

「石見国際シンポジウム
鉄道と観光による地域振興」
を開催。

明治学院大学名誉教授の原武史氏の基調講演
に、中国及び台湾の研究者による発表、地域企業
である石見麦酒工場長の発表がなされた。

本学学生や地域住民、遠隔地からの来場者など、
約百人が参加し、盛会となった。アンケート結果も
極めて好評であった。

本シンポジウムは中国新聞と山陰中央新報に記
事が掲載されている。
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基調講演 原武史氏

• ＜略歴＞

• 明治大学名誉教授

• 放送大学客員教授

• 自称「鉄学者」

• ＜主な著書＞

• 『「民都」大阪対「帝都」東京』

• （サントリー学芸賞）

• 『<出雲＞という思想』ほか多数
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・柳田国男が絶賛した山陰本線の車窓が今も変わらず残っている
・東京と出雲市を結ぶ寝台列車「サンライズ出雲」の人気
→山陰の鉄道の観光資源としての潜在価値の高さを示し、活用を提言

2025年12月29日付 中国新聞
https://www.chugoku-np.co.jp/articles/-/765342

2026年1月17日付 朝日新聞be
https://www.asahi.com/articles/DA3S16382214.html

「山陰の鉄道・神話・温泉と皇室」
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１．黄潔氏（名古屋大学特任助教）

• 「地域を跨ぐ高速鉄道網、
遺産登録と共同観光プロ
モーションの実践―西南中
国の事例から」とのテーマ
で報告

• 中国西南部を事例に、高速
鉄道網の整備が地域を跨
ぐ遺産登録や観光計画に
及ぼした影響を紹介

• 他方、地域協力メカニズム
やインフラの相互接続はま
だまだ不足していることが
課題と指摘

10



２．呉米淑氏（致理科技大学准教授）

• 「台湾北東岸における観光
空間の形成と地方創生—
—USR×SDG11統合型教
育実践の一考察」とのテー
マで報告

• 萬里区と金山区を対象に、
大学の教育実践が観光空
間の形成および地方創生
に果たす役割を考察

• 観光を「消費」から「理解と
参与」へと転換する上での
意義の一方、活動継続や
地域への還元の面での課
題も存在

※台湾からオンラインでご参加
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3．山口 厳雄氏（株式会社石見麦酒）

•無人駅だったJR山陰本線「波子
（はし）駅」を、ブルワリーに改装

•醸造所がつくれるツアーを開催

• クラフトビール列車も走らせ、
400人の人が毎年駅を訪れ、宿
泊するように

•全国4776ある無人駅の活用を
訴え、鉄道と酒は世界の和を醸
すと提言
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４．和田 浩氏（今福線を活かす連絡協議会 事務局長）

• ディスカッションの時間を変更し、
鉄道遺構研究分科会（島根県
技術士会）幹事の和田浩氏に、
「未成線、廃線を利活用した活
動」と題して、完成されずに廃線
となった今福線（広浜鉄道）と、
旧三江線の遺構の活用につい
て説明していただいた。
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鉄道を媒介とする地域振興のあり方

①鉄道インフラ（物理的基盤）

②観光空間の構築

③参与・関係人口形成

④地域再編・広域圏形成

【まとめ】

・鉄道は「移動装置」から「意味生成装置」へ転換する媒介装置

・車窓からの風景は重要な観光資源

・空間の再編、越境的連結、観光空間の形成、関係人口創出を同時に駆動
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